
～かわら版内川～号外
地域応援プロジェクト『げんきになる木でつながろう』特集号

地域包括支援センター大森 令和三年四月二十三日臨時発行

撮影日：12月5日 場所：マチノマ 集まった銀杏の葉っぱメッセージは約2,200枚

昨年行った地域応援プロジェクト『げんきになる木でつながろう～銀杏～』に続いての第二弾として、

今回『げんきになる木でつながろう～桜～』を行いました。

今回は地域の子供たちを中心に企画、この長く続くコロナ禍で、地域の未来を担う子供たちに

『人と人とのつながり』 『人と地域とのつながり』を感じて欲しい、元気になって欲しい！との思いでスタートしました。
開桜小学校・大森第三小学校・大森第一小学校・大森東小学校・大森第五小学校の生徒の皆さんと先生方をはじめとして、大森大八

中学校や大森学園高等学校の生徒の皆さん、その他にもたくさんの地域の皆様のご協力で大森西地区の様々な場所で『元気あふれる

満開の桜～つながり～』を咲かすことが出来ました。ありがとうござしました！！！

地域応援プロジェクトとは？

地域のみなさんの思いを一枚の銀杏～いちょう～の葉っぱにこめ、力を合わせて『大きなげんきいちょうの木』を創り上げることで、

コロナ禍の中でも『みんなつながっている』ことを感じて欲しい！そして『げんき』になってほしい！との思いを込め

地域包括支援センターと大森西地区民生委員・児童委員協議会との共催でスタートしました取り組みです。

３０００枚を超える

桜メッセージを

一枚一枚貼り付けて

いきます。

げんきになる木の幹を

運搬中です。

開桜小学校の

桜の幹になりました！


